
Japanese Society of Human-Environment System 

NII-Electronic Library Service 

Japanese 　Sooiety 　of 　Human −Environment 　System

22 31功 伽 朔 跏々 7〃 α 7茄 加 8 刀 動 吻 〃盟 翩 伽 ‘翩

HES31　in　NAGOYA
，
23．24 　Nov ．r2007

熱 ・音 ・色彩による心 理 反応変化に関する研究

小束 敬典
1）、松原 斎樹

2）
、須藤 由佳子

1）
、青地 奈央

1）
、

　　　　　飛 田 国人
3）

、 合掌 顕
4）

、 藏澄 美仁
5）

　　　　　1）京都府立大学大学院、2）京 都府 立 大学、

　　3）有 明工業高等専門学校、4）岐阜大学、5）広島国際 大学

A 　study 　on 　psychological　effects　of 　temperature
，
　sounds 　and 　colors

　Takanori　KOHIGASHII ）
，　Naoki　MArSUBARA2 ）

，
　YUkako　SUDOi ）

，
　Nao 　AOCHII ）

，

　　　　　Kunihito　TOBITA3 〕
，　Akira　GASSHO4 ）

，　Yosh丑疝to　KURAZUMI5 ）

　　　1丿Graduate　SchOO’げκソoto 　PrefectUra’こfniversity，　2）　Kyoto　Prefectura’Universめ 4，

3）Ariake　National　Co 〃ege ．　ofTechnotogy ，　4）Gihu　Universiり〜　5）Hiroshima　lnternational　Universめ ・

Abstr臼 ct ：The　purpose　of 　this　stUdy 　is　te　clarify　the　effects　of　presentation　of 　soundS 　on 　comfort 　votes ，　We 　studicd

how　comfb τt　votes 　were 　changed 　by　presentation　of 　sounds 　by　classifying　comf （）rt　votes 　befbre　presentation　of

sounds 　lnto　4　stages．　The　fbllowing　results　were 　obtained ．1）Ratio　that　comfbrt 　votes 　under 　presentation　of　sonnds

changes 　into　comfortable 　side 　lowers　as　comfort 　votes 　before　presentation　of 　sounds 　grews．2）Amount　of 　change

ofcomfbrt 　votes 　by　presentation　ofsounds 　lowers　as　com 負）rt　votes 　befbre　presentation　of 　sounds 　grows，　Therefbre ，

presentation　of 　sounds 　is　only 　effective 　for　the　person　who 　feels　uncomfortableness 　before　presentation　of 　sounds ．

Key 　Words ：　temperature ，　sound ，　color ，　comfort 　yote ，　combined 　effect

要旨：本研 究 で は、熱・音 ・色彩 を扱 っ た 被験 者 実 験 を行 い 、音呈示 に よる心 理 反 応 の 変化 に つ い て検討 した。

音呈示前 の 総合的快適感 の 申告値を 4 段 階に 分類し、各段 階の 申告値が 音呈示時に どの ように 変化す るか を

考察した。その 結果、以下 の 知見を得た。1）音呈示 前 の 快適感 が 高 い ほ ど、音呈 示 時 の 申告値が 音呈示前 に

対 し快適側 に変化す る割合が 小さくなる傾 向がみ られ た。2）音 呈 示 前の 快適 感 が 高 い ほ ど、音 呈 示 時 の 申告値

の 音呈 示 前 に対する変化 の 値は 小さくなる傾 向が み られ た。した が っ て 、音呈 示 に よ り快適 を 得 よ うとす る

場合、音 呈 示 は も と も との 環境 を不 快 と感 じる者 に対 して 有効で あり、もともとの 環境をある程度快適 と感 じる者

に対 して は、快適と思われ る音もで あ っ て も、さらに快適を 向 上 する 手 段 に は なり難 い とい え る。
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　　　　　　　　　 t．はじめに

　地球 温 暖化 問 題 等 を背 景 に、地 球 環境 へ の 負荷を軽

減するこ とが 求 め られ て い る。しか し、そ の 代 償 に 人 間 に

我慢を 強 い る 環境 をつ くるべ きで は ない
。 地 球環境 へ の

負荷の 軽減 と快適な環境 の 実現を両立 する方法が必 要

で ある。

　そ の ひ とつ として 、視覚・聴覚要 因 を積 極 的 に 利 用 す る

こ とが 挙 げられる。こ の ような研 究 に は 、視 覚要 因 が 喧騒

感 に 与え る影響 を検討 した鈴木ら（1989＞の 研究や、石 井

と堀越 （1999）に よる 作用 温 度 ・照 度 ・光源 の 組 み 合 わ せ

が 生 理 ・心 理 反 応 に与える影 響 に 関 す る研 究 な どがあ る。

　本研究 は 、熱 ・音 ・色彩を扱 っ た被験者実験を 行い 、音

呈 示 に よる心 理 反 応の 変化 に つ い て 検討 す るこ とを 目 的

とす る。特 に 、音呈示前 の 申告値 に 着 目 し、被験者 の 音

呈 示 前 に お ける 快適感と音 呈 示 の 快適感 の 変 化 との 関 係

につ い て 考察する。

　　　　　　　　　　 2．方法

　実 験 は 京都府 立 大 学 人 間環境 シ ミュ レータに て、2006

年 9月 か ら同 年 10月 にか けて 行 っ た。実験室 は 前室と呈

示 室の 二 室 で 構 成 され た。呈 示 室 の 呈 示 条件 は 色 彩 2 条

件、温 度 4 条件、音 6 条件 の 組 合 せ 48 条 件 で あっ た。実

験条件を Tablelに示す。色彩 はカ
ー

テ ン により呈 示 した 。

温 度 の 呈 示 順 序 、音 の 呈 示 順序 は 乱数表を用 い て ラン ダ
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ム に 設定 し、音の 呈 示 時 間 は 100 秒 間 とした。被験者 は

19〜23歳 の 健康な女性 16名 であり、そ の うち 8名 は 寒色

条件 の み を経 験 し、残 りの 8 名 は 暖色条件 の み を経験 し

た （被験者間）。 温 度条件、音条件 に つ い て は全 て の 被験

者が 全条件を経験 した（被験者 内）。実験タイムス ケジュ
ー

ル を Fig．1 に示 す。実験中、被験者 は 白の 半袖シ ャ ツ、長

ズ ボン、ソッ クス を着用 し た。心 理反応 の 測 定 は 、総合的

快適感 （松原，1987）を両極直線尺 度 に より尋 ねた。

1bllE　 ta1　 dtons

　 　 　 色 影
温度
　 　 　 くマ ンセル記号 ）

音 （等価 騒音レ ペル ）

　 　 　 　 　 　 無 影色
前 窒　　　 27℃
　 　 　 　 　 　 （N9、o）

　 　 　 　 　 　 寒色
　 　 　 27℃
　 　 　 　 　 　 （5B55 ／S）

　 　 　 29℃
呈示室
　 　 　 31℃

　 　 　 　 　 　 暖色
　 　 　 34℃

　 　 　 　 　 　 （10R5／14）

なし（LAeq　42．edB）

秋の 虫 ：Al（LAeq　6fi．2dB）

川 のせせらぎ：MR （LAeq　63、2d8）
交 通騒音 ：TS （LAeq　70．OdB）

蝉 の 鳴き声 ；CC （LA ●q　56．3dB）

風 蛉の 音 ：WB 〔LAeq　00．Sde ）

なし ；BG （LAeq 　4e．1dB〕

　　　　　　　　　　 3，結果

　直線尺度は 0か ら 100の 数値を割 り当て、間隔尺度とし

て 分析 を行 っ た。

　Fig．2 に音呈 示 前の 申告値を横軸、音 呈 示 時 の 申告値

を縦 軸 とし、申告値の 音呈示前と音呈示時の 関係 を示 す。

図中の 対角線 に 対し上 側 の 点は 、音 呈 示 時は音呈 示 前

に 対し快適側 に 申 告 が 変 化した こ とを 示 し、下 側 の 点 は、

音呈示時 は 音呈 示 前 に 対し不 快 側 に 申告 が 変 化 し た こと

を示 してい る。各温度・色彩条件で 音呈示 前、音呈示時と

もに 広 い 範 囲 に 申 告 値 が 分 布 してお り、同 じ環境で あっ て

も、各被験者 が 感 じ る快適感 の 個人差 が 大 きい ことが わ か

る。また、音 の 種類 に より音呈示前 と音呈示時 で の 申告値

の 分 布 の 傾向は 異なっ て い る。

　Table2 に 音 呈 示 時 の 申 告 値 が 音 呈 示 前 に 対 し、快 適

側
・不 快 側 に 変化した被 験 者 の 割合を 示 す。秋 の 虫、川

の せ せ らぎ、風 鈴の 音 は快適側 に 変化する割合が 大きく、

交 通 騒 音、蝉 の 鳴き声 は 不 快側 に 変化する割合 が 大 きか

っ た。島井と田 中（1993）は 環境音を用 い た 実験 で、
一

般

に 自然 の 音や 生 き物 の 声 は 快 い 音と評価され るもの の 、

刺激 に よっ て か なり評価が 異なるとして い る、本研究 で は、

秋 の 虫、川 の せ せ らぎ、蝉 の 鳴き声 は 自然 の 音や 生き物

の 声 で あ るが 、 快適 側 ・不快側 へ の 変 化 の 傾 向は そ れぞ

れ 異なっ てお り、彼らの 結果 と一致するもの と考え られ る、

　　　　　　　　　　 4．考察

　本研究で は、音 呈 示 前の 申告値を 0〜25、26〜50、51
〜75、76〜100 の 4 段 階に 分 類 し、各 段 階の 申告値 が 音

呈示時に どの ように変化す るか を考察した 。

4．1 音呈 示 時 の 快適側 ・不 快側 へ の 変化 の 割合

　Fig．3 に 各段 階に お ける音 呈 示 時 の 申告 値 が 音呈 示 前

に 対 し、快適側
・不 快側 に変化 した 被験者 の 割合を色彩

別 に 示 す。秋 の 虫、川 の せ せ らぎ、風鈴 の 音は、音呈示

前 の 申告値 が大きい ほ ど、音 呈 示 時 の 申告値が音呈 示 前

に対 し 快適側 に 変化す る割合 が 小 さくな る傾向 が み られ

た。長野 ら （1998）は、もともと不 快な環 境 にい る場合、快

適 と思 わ れ る音の 呈 示 は 多くの 人 を快 に させ るこ と、特 に

不 快で な い 「消 極的快適」が 維 持 され て い る場 合 で は 快を

得 ようとして 音を呈 示 して も人 に よっ て は か え っ て悪 い 環

髀塞滞竇　　　凰 示蠶滞寉　　胛定 0　　 体 馳　　 騨定1　　鐸定2　　駻定3　　躍定4　　 簿躄5

30分
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Table2　 Ratio　that　 comfort 　 votes 　 under 　presentation　of

一
　 　 　 　 　 　快適側［X］　　 変化 なし［旧　 不快側［X］　　 合計 ［剛

秋の虫　　　　 5T．8
川 の せ せ らぎ　 M ．9

交通騒 音　　　 4．7

蝉の鳴き声　　　188

風齢の 音　　 　　750

7700344005 37．523
．495381318

．8
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境 に なる可能性 があ るこ とを示 唆してお り、本研究 の 傾 向

は この 知 見 とほ ぼ
一
致す る。 Table2 に よると、秋 の 虫、川

の せ せ らぎ、風 鈴 の 音 は、音 呈 示 時は 快適側 に 変化する

割合が 大 きか っ たが、これらの 音呈示時に申告が 快適側

に 変化 した被験者 の 多くは音呈示前に快適 で なか っ た。

　色彩間 の 差は 蝉 の 鳴き声で 顕著 で あっ た。寒色 で は ほ

とんどの 場合 で 音呈示時 は 不快側 に 変化するが、暖色で

は 、快適側 に 変化す る被験者 が お り、音呈 示 前の 申告値

が 小 さい ほ ど快適側 に 変化 す る割合 は 大きい 。この 原因と

して 、視覚 要因 と聴覚要 因 の 調 和 が 挙げ られ る 。 岩 宮

（1992）は AV 素材 を用 い た 実験 により、音と映像 の 調和が

とれ た作品ほ ど、協合的な相 互 作用が 顕著で あるこ とを示

唆 して い る 。 合掌ら（2001）は 聴覚刺激 と視覚刺激 の 調和

に よっ て 総合的快適感を向上させ るこ とが で きることを示 し

て い る。呈示刺激 は 異 なるもの の 、本研 究 に お い て も音と

色 彩 の 組合 せ による相 互 作 用 が 評 価 に影 響 を与 えて い る

と考え られ る。

4．2 音呈 示時の 快適感の 変化

　Fig．4 に 各段階 に お ける、音呈 示 時 の 音 呈 示 前 に 対す

る快適感 の 変化 の 平均値を示す。音 呈 示 前 の 申告値 が

大 きい ほ ど、変化 の 値が 小 さくな る傾 向 が み られ る。川 の

せ せ らぎ、風 鈴 の 音 で は 音 呈 示 前 の 申 告値 が 大 きい ほ ど

変化の 値 が 小 さくな っ て い るが 負の 値 で は ない の に対 し、

秋 の 虫で は 51〜75 、76〜100 で 負 の 値 で ある。快適 に な

る割合が 大 きな音 で あっ て も、音 の 種類 に より、音 呈 示 時

の 変化 の 傾 向は異なっ て い る。交通騒音、蝉の 鳴き声 は

不快 にな る割合が 大 きか っ た が 、音呈 示 前の 申告値が 大

きい ほ ど、音呈 示 時 は 音呈 示 前 に対 し、より不快側 に 変化

す る傾 向 が み られ る。 よっ て 、もともとの 環 境が あ る程度快

適な場合、快適と思われ る音 を呈 示 して も必ずしも快適を

増すわけで は ない 上 に 、不快 と思 わ れ る音 を呈 示 すると

快適を減 じる度合い は 大 きくな るとい える。

　色彩問の 差をみると、交通騒音 の 75〜100、蝉 の 鳴き声

の 0〜25で 、顕著な 差が み られ た。変化 の 値 に着目す ると、

交 通 騒 音で は 寒 色 、暖 色とも不 快 側 に変 化 して お り、蝉の

鳴き声で は 寒色は 不快側、暖色 は快適側 に変化して い る 。

これ は 不 快と思 わ れ る音で あっ て も、色彩 との 組合 せ に よ

り、快適 を減じ る程 度を軽 減 させ るこ とや 、そ の 音を快適 を

増 す 要 因 として利 用 で きる可 能 性 を示 して い る。

　　　　　　　　　　5．まとめ

　本研究 で は 、音呈 示 に よる 心 理 反応 の 変化 に つ い て 、

音呈示 前 にお ける快適感と音呈 示 時 の 快適感 の 変化 との

関係 を考察 した 。 結 果 を以 下 に示 す。

1）音呈 示 前 の 快適感 が 高い ほ ど、快適と思わ れ る音 で あ

っ て も、音 呈 示 時 の 申 告 値 が音 呈 示 前 に 対 し快 適 側 に 変

化す る被 験 者 の 割合 は 小 さくな る。

2）音呈示前 の 快適感 が 高 い ほ ど、音呈 示 前に 対す る音

呈 示 時 の 申告値 の 変化 の 値 は 小 さくなる 。 音 呈 示 前 に、

ある程度の 快適 が 維 持され て い る場合 、快適と思われ る

音を呈 示 しても必ずしも快適を増すわけ で は ない 上 に、不

快 と思 わ れ る音を呈 示 す ると快適を減 じる度合 い は 大きく

なるとい える。

以 上 をふ ま えると、音 呈 示 に よる快適感 の 変化 は 、音 呈

示 前 の 環境を不 快と感 じる者 に対 して 有効 で あり、「不快

を軽減する手段 」として の 側面が 大きい 。また音呈示 前の

環境をある程度快適と感 じる者 に 対 して は、快適 と思 わ れ

る音もで あっ て も、さらに快適を向上 する手段 に は なり難

い とい える。

本研 究 で は 、色 彩 条 件 に 関す る検討 は 行 っ た が、温 度

条件に 関す る検討 は で きてい な い
。 今後 は さらに データ

数 を増や し、温 度条件 による検討も必 要 で ある。
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